国立極地研究所教員の公募について
　このたび、本研究所では下記の要領で教員を公募いたしますので、関係の研究者への御周知のほどよろしくお願い申し上げます。

記

１．職名・公募人員：　助教授　１名　

２．所　　　　　属：　研究教育系・宙空圏研究グループ

３．研究分野：　極域超高層・中層大気物理学

４．研究・職務内容：　

　極域における超高層大気・中層大気の観測的研究をリードする方、新たな研究計画を担う方。国立極地研究所では、今後の南極地域観測の重点プロジェクト研究として、「極域における宙空－大気－海洋圏の相互作用からとらえる地球環境システムの研究」を推進することとなった。このテーマは、地球環境とその変動メカニズムを解明するため、地球全体を一つのシステムとして、極域宙空圏（磁気圏・電離圏・熱圏・中間圏を含む）、大気圏（成層圏・対流圏を含む）、海洋圏（生物圏を含む）などの異なる領域間のエネルギー輸送、大気運動の上下結合、物質循環・交換の物理過程などに関する総合的な研究・観測を、分野を横断した緊密な連携により所を挙げて推進するものである。このため、とくに本重点プロジェクトの主要サブテーマの一つである「極域の宙空圏－大気圏結合研究」に関して、大型レーダーや各種光学観測装置を用いた極地観測研究を国内外の共同研究を通して推進するための中心的な役割を担い、研究の発展に大きく寄与できる能力識見を有する研究者を公募するものである。また、南極地域観測実施の中核機関であり、大学共同利用機関及び総合研究大学院大学基盤機関としての国立極地研究所の役割をよく理解し、南極観測事業の推進、共同研究の対応や大学院教育に意欲をもって当ることが求められる。
５．応募資格：　博士の学位を有し、着任時の年齢は４０歳前後が望ましい。
６．提出書類：

（１）応募書　（カバーレターに相当するもので　①氏名　②応募する職名　③学位　④所属・職　⑤所属先住所、電話番号　⑥現住所、電話番号、電子メール、を記載）

（２）履歴書（大学卒業以降の学歴、職歴、賞罰、資格は必ず記載し、顔写真を貼りつける。書式は自由。）

（３）研究業績目録（①学位論文、②原著論文、③その他に分類して目録を作成する。それぞれ査読を受けたものと受けていないものを区別する）

（４）主要論文５編以下の別刷りを各１部

（５）これまでの研究活動の概要（Ａ４版用紙２枚以内とする）

（６）今後の研究、教育及び極地観測の発展やプロジェクト研究推進への抱負（Ａ４版用紙２枚以内とする）

（７）応募者について意見を聞ける方２名程度の氏名と連絡先
（８）推薦書（推薦書がある場合）
７．応募締切：　平成１８年８月１１日（金曜日）必着

８．選考・着任時期：　応募締切後、選考過程において面接を行うことがある。着任は決定次第出来るだけ早い時期。

９．応募書類提出先：

〒１７３－８５１５　東京都板橋区加賀１－９－１０

情報･システム研究機構　国立極地研究所　管理部総務課人事係

なお、封筒の表に「宙空圏研究/大気圏研究グル−プ教員応募書類」と朱書きし、郵送の場合は書留とする。

１０．問合せ先：

（１）研究･職務内容に関すること

国立極地研究所・副所長　佐藤夏雄
　　　　　　　　　電話:０３－３９６２－５８７４　E-mail: nsato@nipr.ac.jp

（２）事務手続きに関すること

　　　　　国立極地研究所　管理部総務課人事係

　　　　　電話：０３－３９６２－１３６７、ファックス：０３－３９６２－２５２９

１１．個人情報保護：本募集に関連して提出された個人情報については、選考の目的に限って利用し、選考終了後は、教員として採用された方の情報を除き全ての個人情報は責任を持って破棄します。

１２．参考：

国立極地研究所、研究教育系・宙空圏研究グループには、現在以下の教員が配置されている。

教授：麻生武彦、佐藤夏雄、山岸久雄　助教授：宮岡　宏、田口　真、門倉　昭
講師：小川泰信　助手：行松　彰、岡田雅樹、堤 雅基、海老原祐輔

また、関連研究分野である気水圏研究グル−プの大気圏メンバーには、現在以下の教員が配置されている。

教授：山内　恭、和田　誠　助教授：塩原匡貴　助手：平沢尚彦、橋田　元、森本真司
なお、国立極地研究所のホームページは、”http://www.nipr.ac.jp”である。
